
 

船舶事故調査報告書 

令和７年５月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 被引浮体搭乗者負傷 

発生日時 令和６年９月１日 １２時４０分ごろ 

発生場所 滋賀県大津市際
さい

川
がわ

東方沖（琵琶湖南部） 

 １３０２一等水準点から真方位１２０°１,７００ｍ付近 

 （概位 北緯３５°０２.４′ 東経１３５°５３.４′） 

事故の概要  水上オートバイヤマハウェーブランナー V X
ブイエックス

- F
エフ

は、浮体をえい
．．

航して遊走中、浮体の搭乗者が落水して負傷した。 

事故調査の経過 令和６年９月２４日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

水上オートバイ ヤマハウェーブランナーVX-F、０.１トン 

 ２４２－３０６４３大阪、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊 

搭乗者 

 負傷者 軽傷 １人（搭乗者） 

損傷 なし 

気象・水象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 １、視界 良好 

水象：波高 約０.２ｍ 

事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、搭乗者１人が座面に足を伸ばした

状態で座ったトーイングチューブ（以下「本件浮体」という。）を長

さ約１５ｍのえい
．．

航索でえい
．．

航し、約２０～３０km/h の速力（対地速

力、以下同じ。）で遊走していた。 

 船長は、搭乗者を楽しませようと思い本船を右に急旋回させたとこ

ろ、本件浮体は、左に振られて本船の引き波に乗って浮き上がり、バ

ランスを崩して転覆し、搭乗者が落水した。 

 搭乗者は、落水時、水面で右腕を打った。 

 船長は、搭乗者が肩の痛みを訴えていたので、本船に引き揚げ後部

座席に乗せてマリーナに戻った。 

 船長はマリーナの従業員に１１９番通報を依頼し、搭乗者は救急車

で病院に搬送されて右肩脱臼と診断された。 

 船長及び搭乗者は、救命胴衣を着用していた。 

 海上保安庁がホームページで提供する Water Safety Guide には、

水上オートバイがトーイング遊具をえい
．．

航する際の速度についての注

意*1として次の記載がある。 

 トーイング遊具をえい
．．

航するときは、取扱説明書に記載された速度

 
*1 Water Safety Guide 水上オートバイがトーイング遊具をえい

．．
航する際の速度についての注意 

https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/pwc/10_towing/index.html 



 

を守りましょう。（中略） 

 トーイング遊具の旋回時や波を越えるときは、トーイング遊具側で

はコントロールできないことに配慮し、十分に速度を落として航行し

ましょう。 

分析  本船は、搭乗者１人を乗せた本件浮体を約２０～３０km/h の速力で

えい
．．

航して遊走中、船長が右に急旋回したことから、本件浮体が左に

振られて本船の引き波に乗って浮き上がり、バランスを崩して転覆

し、搭乗者が落水して負傷したものと考えられる。 

 本件浮体は、本船が右に急旋回したことにより左へ振られ、本船の

速度よりも速度が増した状態で、本船の引き波に乗って浮き上がりバ

ランスを崩したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、搭乗者１人を乗せた本件浮体を約２０～３０

km/h の速力でえい
．．

航して遊走中、船長が右に急旋回したため、本件浮

体が左に振られて速度が増した状態で本船の引き波に乗って浮き上が

り、バランスを崩して転覆し、搭乗者が落水したことにより発生した

ものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・浮体をえい
．．

航する水上オートバイの船長は、旋回時、浮体が浮き

上がったりバランスを崩したりすることがないよう十分に減速

し、浮体の転覆や搭乗者の落水などが生じるような急旋回をしな

いこと。 

 


